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ボーズ合同会社

が新登場 

とボーズ独自の空間音響処理技術が融合 

究極のオールインワン ワイヤレスサウンドバー 

ボーズは本日、音楽や映画などあらゆるコンテンツを臨場感たっぷりの高音質で再現する、 対

応の新型サウンドバー 以下 を発表しました。

はボーズ独自の空間音響処理技術で、楽器の音や、セリフ、効果音などを分離し、

個々の音を際立たせ、サウンドが部屋のあらゆる方向から、さらには頭の上からもあふれてくるような効果を生

み、 コンテンツのリスニング体験を一層アップグレードします。また、 以外のコ

ンテンツでも、同等の臨場感あふれるサウンド体験を創り出します。 は

に対応し、テレビとの接続はケーブル 本のみで完了します。 のテクノロジーはすべ

て、高級感あふれる一つの筐体に収められています。 および 接続のいずれでも最高の性能

を発揮し、 アシスタントと による音声コントロールや、シンプルで使いやすいアプリ

での操作、 や などにも対応しており、さらにはボーズの他のスマートスピーカー

とも連携できるため、これらを組み合わせてマルチルームでのプレミアムオーディオシステムとしてもお楽しみ

いただけます。 は、 の後継モデルとして、 円 税込

一式 で本日発売予定です。ボーズ・オンラインストアおよびボーズ製品取扱ディーラーにてお求めいただ

けます。

とボーズ独自の空間音響処理技術が融合

は、音楽や映画のまったく新しい楽しみ方を提供します。カスタムアレイ、アップファイ

アリング 天井反射 ダイポールスピーカー、複数のフルレンジトランスデューサーと、独自の空間音響処理技

術の融合により、他のサウンドバーでは再現しえない立体的なリアリズムを生み出します。

従来の 対応サウンドバーは、天井に音を反射させた、いわゆる オーバーヘッド サウンドを提

供しますが、 はボーズ独自の技術によって、より優れたパフォーマンスを発揮します。

ボーズ独自の テクノロジーは、実際にはスピーカーが配置していない場所からでも、部屋の左



右からピンポイントに、明瞭かつ立体的なサウンドの拡がりを実現します。これにより、例えば映画のシーンで

は、ヘリコプターの飛行音が頭上で響き、俳優がリスナーのすぐ横を通り過ぎるかのような臨場感を生み出し

ます。ミュージックビデオでは、歌手が中央左に立ってパフォーマンスしているときは、部屋の中央左で演奏が聞

こえてくるなど、シーンに応じたリアルなリスニング体験を提供します。 以外のコンテンツでも、

テクノロジーが信号をリミキシングし、上方向への音の拡がりを補完することで、天井にス

ピーカーを追加しなくても、 対応のコンテンツと同じような、高さを感じられる音景を創り出しま

す。

さらに、内蔵の テクノロジーは、卓越した低音性能を発揮し、コンテンツをいかなる音量域

で再生しても、歪みを生じさせません。また、家具の配置やサウンドバーの設置場所により音質に干渉がある場

合には、ボーズ独自の が音場を自動補正して、どのような環境でも常に音響パフォーマンスを最

適化します。

サイズとデザイン 

の高さはわずか 、奥行きは 、長さは です。筐体は角をなく

したデザインで、天面には耐衝撃性強化ガラスを採用しました。ラップアラウンドのメタルグリル、なめらかな質

感と美しいラインを取り入れ、高級感ある質感に仕上げました。 インチ以上のテレビの下にもすっきりと収ま

ります。

シンプルな設置、フレキシブルな機能、簡単な操作 

のセットアップは極めてシンプルです。 でテレビとケーブル 本で接続

するだけです。 で や に簡単にアクセスできます。 を使えば、

スマートフォンやタブレットとのペアリングもわずか数秒で完了します。 アシスタントと

内蔵で音声コントロールに対応しており、 でコールへの応答や発信も可能です。さら

にボーズ独自の テクノロジー と組み合わせて、テレビの電源オン オフ、チャンネルや

入力切替を音声でコントロールすることができます。

はオプションのベースモジュールや、ワイヤレスでサラウンドスピーカーともシームレ

スに連携し、より完全なホームシアター体験を実現します。ボーズの他のスマートスピーカーと連携させてマル

チルームシステムまたは家全体のホームシステムとして使用したり、 と連

携させて、自分だけのエクスクルーシブなリスニング体験を楽しむのに最適です。 アプリは、デバ

イスやボーズ製品同士のペアリング、設定のパーソナライズ、ソフトウェアのアップデートに役立ちます。

 

は、国や地域によって利用できる機能が異なる場合があります。

 



＜ボーズ・コーポレーションについて＞ 

ボーズ・コーポレーションは 年、マサチューセッツ工科大学の教授であったアマー ボーズ博士によっ

て設立されました。お客様へ真に貢献できる、新たなテクノロジーを生み出す。このたった一つの命題のもと、

創立から今日に至るまでたゆまぬ研究開発を続けています。永年の研究開発の成果でもあるボーズの革新的

な技術は、さまざまな分野において新たなカテゴリーを創造してきました。近年では、家庭用オーディオ、モバイ

ルオーディオ、専用カーオーディオや公共空間における音響システムなど、ボーズはそのカテゴリーを象徴す

るブランドとして知られています。その研究成果は音と過ごすライフスタイルそのものに変化をもたらしてきま

した。

ボーズは株式を公開することなく利益を研究開発に再投資します。発明の精神、常に卓越した場所を目指す情

熱。ボーズのこうした哲学から生み出される研究成果を通じて、世界中どんな場所でも感動体験を提供し続け

ていくことを約束します。

■お客様からのお問い合わせ先：ボーズ・オンラインストア

 

■ 本リリースに関するお問い合わせ先：ボーズ広報事務局
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